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現代漢語における形容詞+r了」について(1)
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現代漢語の形容詞文 の一つ として,
① 天亮了。(空が明るくなった/夜 が明けた。)
匿
② 美笈白了。 〔髪 の毛 が白 くな った。)
■
な どの よ うな文 がある。 これは前号掲載 の拙文r現 代漢語におけ る 『無主
句』 と 『存現結構』 につい て」 で簡単に触れ ておいた ものであ る(早 大語
研 『ILTNEWS』VoL79)。前号では主 と して 日本語 の 「は」 と 「が」 と
の係わ りで述べたのであるが,本 号 では視点 を変 えて,日 漢 両語におけ る
形容詞 の性質の相違 を考 え ることに したい。・
そ もそ も漢語の動詞 と形 容詞 とは,呂 叔湘 が,
沢悟的形容河和劫 凋有根多共同特点,… …。(漢語め形容 詞 ど動 詞目に
は多 くの共通 した特微があ る,… …。)
とい うよ うに,形 態的に も,語 法的に もす こぶ る近い関係 にあ って,分 類
上の困難 も多いわけ である。111
その点,「一u」 型 が動詞,「一i」 型 が形容詞 とい うよ うに,こ と
ぽ 自体に品詞の違い が判別 できる しくみを持 っている 日本語 の場合,こ う
した煩わ しさはい く分か 軽減 される。ただ,形 容詞 と動詞 とが 同型 であ る
ケースを持つ のはひ と り漢 語ぽか りではない。英語で も,`coo17,`dry',
一〇pen7などは 動詞 ・形容詞が同型であるのみ ならず,自 動詞 ・他動 詞 と.
も同型 である。 日本 語 で も,「アラワダ」・rアラワレル」・「ア ラワス」の
ように,ル ーツを同 じくす る語はかな り似 た部分を持 っている。英 語 でも,
動詞語尾 「一一en」をつけた ものは形容詞 か らの派生語である痕跡 を留め
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ている。121また目本語の形容詞でも,その語幹に 「さ」・「み」等の接尾語
を付けることによって,形容詞から名詞になることができるのである。
そこで,本 稿では,漢語の形容詞+r了」の構 造 と,①,② の()内
に示した 日本語訳,「明る/自+ぐ+な る」(形容詞語幹+形 容詞活用語尾
+補助動詞)と を手掛か りにしながら報告を行なうことにする。
*・三'目*
r了」 は動詞文において,
③ 我已経阿了老 江。(私は も う狂さんにたずねた。)
o
④ 看了屯影我就回家了。(映画をみて私はすぐ家に帰 った。)
●o
⑤ 地丙介女兀都遊了大学了。(彼女は娘さん二人が大学に入った。)
oo
な どの よ うに,r同」。目r看」・r遊」 とい った動詞 の 後 ろ と,そ の賓語 であ
るr老 注」。r電影」・r大学 」の後 ろ とに用 い られてい る。 この よ うな場合,
前者はr了 ・」 として,主 に動作の完成を表 し1後 者 はr了2」 と呼ぱれ,
賓語(こ こでは名詞)の 後ろについて,事 態 の変化 あるいは変化が現 れ よ
うとす る ことを示 してい る(呂 叔湘r現 代 汲悟 八百洞』防 。 こうした こと
が らは動 詞 の持つ特徴の一 つであると考 え られ てい る・(呂叔湘 『汲悟瀟法
分析呵題』141)。
一方 、他 の品詞において も,
⑥ 人老了,身 体差了 。(人は年を とると,身 体が衰 えて くる。)
9・
⑦ 失 笈白了,鍍 蚊也多了。(髪の毛が 白 くな って,し わ も多 くな っ● ●
た 。)
・⑧ 達地方 比以前熱蘭多了。(ここは以前 よ りもりとに ぎやか に な っ
b
た 。)
⑨ 中学生 了,述 是逮公淘r?(中 学 生にな ったのに,ま だ こんなに・
いたず らなのか。)
⑩ 半 ↑月了,迩 没来回信。(半月もたつ のに,ま だ返事が来 ない。)●
のよ うに,形 容詞 十「了」 の形,形 容詞+程 度 補 語(形 容詞)+「了」め形
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(形容詞関係については後項 で詳述す る),名詞+「了」 の形,量 詞+「了」
の形があ る。 この よ うに してみ る・と,「了」 は1,2の 区別は ともか く と
して,所 謂 「実詞」 と呼 ばれ る ものにはすべて付 くことができるわけで あ
る。ただ,⑥ のr老 了」 の揚合,香 坂順一 『現代 中国語辞典』の ように,
「`(～了)'死 ぬ」 として動詞 としての一項を立て るとい う方法を採れ 麟
これは純粋 に動詞+r了 」の間題 として処理す ることがで ぎるのであるが,
文意 は 自づか ら違 って くる。151
また,⑧ の場 合,
⑪ 逮地方 比以前熱1嗣q(ここは以前 よ りにぎや かだ 。)
⑫ 逮地方 比以前熱岡了。(こ こは以前 よ りにぎ やかになった 。)目
の形 を考えてみ る時,⑪ は単に状態を表 しているだけ であ るが,⑫ はr了」
が付 くことに よって,以 前に比べて 「熱嗣」 に変化 した ことを表 す よ うに
な る。⑩は⑪ に程度補語 のr多 」が付け加え られ て,変 化の程度が よ り甚
しくな った ととを表 してい るわけであ る。 この ような意味で,⑥ ～⑧ は形
容詞述語文 とい うことになる。
さらに,.⑨・⑩は
⑬(已 経 当上)中 学生了,込 迭仏淘気?
o
⑭(已 経有)半 ↑月了,逐 没来回信。
■
のように,r已経当上」,r已経有」が省略され てい る,'つまり,変化を表
す動詞r当」や経過を表すr有 」が深層構造的に含まれていると解釈 され
ることが多い。㈹ ただ,そ のよ うに単純に動詞奪補 うことは,文 の構造を
変ることにつながる危険性があって,あ まり賛成できない。むしろ,名 詞,
量詞の持つ事実に対する何 らかの感嘆の意味を持っていると考える方がよ
いか もしれない。事実の認識は彪大な情報量の集積であって,それが話者
の意識の根底にあるからである評
なお,①1② および⑥～⑧に付した日本語訳から考えると,形容詞語幹
+形容詞活用語尾rく」orrに』」÷補助動詞rな る」の構造を持っている。
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そのため,r了」が動詞以外のものを 動詞化する働きを持っているかのよ
うに見える。 しか しこの場合,動 詞化 されたかに見えるものは状態の変化
を表す場・合に限定 される。 この点,張 麟声の
「名詞(形 容詞 ・状態動詞など)+了」とい った.パタ.一ソの述語に変
化の意味が含 まれていないと考えないが,そ の変化の意味合いを前に
来 る名詞や形容詞などに全然関係づけないで,も っぱら後に来る「了」
だけに担わせることには首肯でぎ難い。
とする認識は尊重されるべきであろ う(r中日両語のアスペクト」一r了 」
と 「た」を中心に一・』一)。βi
**
ところで,形 容詞+「了」の間題 につ い て組織的に記述 したものはそれ
ほ ど多 くない。前掲の張麟声論文 の他,王 宏r日t吾 『タ』和 汲悟1`了'!的
対庄美 系」旧)(r日悟学>〕与研究』,1984年第一号,北 京対外貿 昆学院)が あ
るが,形 容詞+「了」を専一に取 り扱 った もので は な い。 これらの論文 の
基礎 とな った とい う意味 で,昌 叔湘 『現代渓悟八百洞』 の分類を以下に挙
げ てお く避
1)形 容詞+了2・・甲…只肯定 已経 出現的情況、 不褒示有這什広変化。(た
'だすでに出現 した情 況を肯定す るだけで,い かな る変化 も表 さない。)
⑮ 逮全亦法最好了。(この方 法が一番いい。).
●
(中略)褒 示即将出現的情況。〈これから出現しようとす る情況
を表す。)
⑯ 天就亮了。(空はまもなく明かるくなる/夜はまもなく明ける。)
.
2)形 容詞+了1+数量詞+了2・…一逮里的数量洞表示変化的幅度,西 ↑
`了'分別表示変化的完成和新情況的出現
。(ここの数量詞は変化の幅
を表すのであって,二つの 「了」は別々に変化の完成と新しい情況の
出現を表す。)
⑰ 已経晴了三天了。(もう三 日間も晴れている。)■ ■
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3)形 容詞+了 ・+数量詞`…・1有函 紳情 況と秤是表示有了変化井且説出
変化的幅度。(これには二種類の情況 が ある。一つは変化があったこ
とを示すとともに,変化の幅を言 っている。)
⑱ 達↑星期只晴了一天る(今週は一 日晴れただけだった。〉
o
男～沖例子不褒示有什広変化,只 表示一性履偏 寓椋准 的幅度。
(今一つの例はいかなる変化をも表さず,あ る性質が標準の幅から
外れていることしか表さない。)
⑲ 達件衣服短了点几。(この服はち ょっと短い。)
■
の三 種類であ る。(以下,次 号)
注(1)r汲悟懐法分析阿題』(商秀印弗棺,1979年),Nα43「訪洞和形容i司」によ
る。
(2)奥津敬一郎 「形容詞め自動詞化 ・他動詞化」(r日英語比較講座』第2巻,r文
法」所収)
(3)昌叔湘等編,商i珂劣印苔笛,1980年
(4)注(1)に同じ
』(5)}般に形容詞+「了」の形は動詞に等 しいと考えられて いるが,こ こにある
ように 「死ぬ」とい う動詞の一項を立てることは希れである。ちなみに,『現
代汲活洞典』にその項目はない。
⑥r現 代浅語八百凋』(前掲),その他。
(7)⑨の文脈では,か ねて知 っていた子どもが成長 して中学生になったという事
実が眼前にあるわけであるウ
⑧ 「日本語学」,1985,Vo.4,所収。
(9)この論文で,王 宏は目本語の 「タ」に対応 す る 「了」を,r時」(テンス),
「体」(アスペク ト),「語気」(モー ド)の三つに分けて論じた。張麟声はそれ
を尊重 しつつ,反 論を加えている。
'oo注(言)に同じ
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